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本 書『PT・OT・ST ポケットマニュアル』が発刊されました．
ポケットに収まるサイズでありながら広範囲を網羅，かつわ

かりやすい内容になっています．
　Ⅰ章の「リハビリテーション・プロフェッショナルとしての常識」
では，プロフェッショナルとしての在り方，認知・非認知能力の重
要性，診療記録，キャリアパスへの示唆まで論述されています．ま
さに，新人セラピストが最初に目を通すべき内容だと感じましたし，
診療参加型臨床実習に参加中の学生が熟読すべき内容であるとも思
いました．Ⅱ章「リハビリテーション医療の基礎知識」では，ICF，
病期ごとのリハビリテーション，リスク管理，診療報酬システムな
どについて論述されています．Ⅲ章「リハビリテーション評価の基
本」では，問診と面接から広範囲の基本的評価について論述されて
いますが，図表や画像所見も豊富で，大変わかりやすくなっていま
す．Ⅳ章「リハビリテーション治療の基本」では，関節可動域訓練
やポジショニングなどのベーシックな治療はもちろんですが，エビ
デンスに基づく最新治療についても簡単に紹介されていて，本書か
ら論文や書籍などの検索に進むことも可能でしょう．Ⅴ章「疾患ご
とのリハビリテーション診療」では，さまざまな疾患に対する推奨治
療が多くの図表を使用してコンパクトに論述されています．Ⅵ章「重
要評価スケール」では，代表的評価方法がコンパクトにまとめられ
ています．
　若手セラピストは，当初はプロフェッショナルとしての覚悟が低
い場合が多く，日々の臨床で悩み，問題点を解決し，成長していく
経験こそが重要になります．そのための羅針盤的存在のポケットマ
ニュアルとして本書が大変有効であり，On—the—Job Training の手助
けをする一冊となってくれることでしょう．同時に，診療参加型臨
床実習に参加される学生さんが，エビデンスに基づいた評価・治療
を実践していくにあたり大きな影響を与えることができ得る書籍で
あることは間違いないと思います．
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